
厚生労働省の患者調査によると、全国のがん患者数は約２３０万人だそうです。単純に計算すると、

人口１０００人当たりに約２０人のがん患者がいることになります。そこで、その原因をまとめた下のグラ

フを見て下さい、一番多いのは何でしょう。喫煙率が高い男性においては、その原因の２３.６%（約１/４）

がタバコなのです。対して喫煙率が低い女性では４％にとどまっているのです。 

ということはタバコを吸う人が少なくなれば、がん患者も少なくなると予測できますよね。 

それでは、喫煙者と非喫煙者を

分けて、がんの発生要因を見てみま

しょう。左図のように、喫煙者のがん

患者の６０％が、タバコによるものな

のだとわかります。 

いかがでしょうか、「タバコを吸わ

なければ、がんにならずに済むのに」

と思いますよね。 
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全国健康保険協会 HPから  

日経 Gooday「がん予防の鉄則」サイトから  


